
赤の情報量のビット数は４ 
青の情報量のビット数は４ 
緑の情報量のビット数は４     
情報量のビット数の合計は、４ｂｉｔ ＋ ４ｂｉｔ ＋ ４ｂｉｔ ＝１２ｂｉｔ 
１２ ｂｉｔ ＝ ２１２ の情報量               解答 ５ 

平成１８年 国家試験 



ほとんど同じ問題   １４年 ３月 国家試験 

□ □ □ □  □ □ □ □  □ □ □ □    

 ４ ｂｉｔ     ４ ｂｉｔ      ４ ｂｉｔ 

 合計 １２ ｂｉｔ 

 ２１２ 通り の情報を入れられる。      答 ④ 



平成１８年 国家試験    解答 ２ 

２進数  １１   ＝  ２＋１        ＝ ３ 

２進数  １００  ＝  ４＋０＋０        ＝ ４ 

２進数  １１０  ＝  ４＋２＋０        ＝ ６ 

２進数  １１１  ＝  ４＋２＋１     ＝ ７ 

２進数  １０００ ＝  ８＋０＋０＋０ ＝ ８ 

２進数  １１１１ ＝  ８＋４＋２＋１ ＝ １５ 



２進数から１０進数への変換 
２進数で ＡＢＣＤＥＦ と表示されていたら、（ Ａ～Ｆ は １か０） 
１０進数にする方法は、  
Ａ x 25  +  B x 24  +  C x 23  +  D x 22  +  E x 21  +  F x 20  
= Ａ x 32  +  B x 16  +  C x 8  +  D x 4  +  E x 2  +  F 
 

10進数から２進数への変換は、この反対の作業。 
数字を越えない最大の２の階乗の数を探す。１１ならば、８。 
数字から、その２の階乗を引いて同様の操作を繰り返す。   
  １１ならば、１１－８＝３、  
 ３を越えない最大の２の階乗は２。 ３－２＝１ 
 したがって、 １１ ＝ ８ ＋ ２ ＋ 1    
 ２進数で表すと、 １０１１ 



http://www. jami. jp/ 

 日本医療情報学  http://www.jami.jp/ 



医療情報技師 講習会 



2003. 3. 7.  国試問題 

解答 １ 



中央処理装置 ＣＰＵ  
（Ｃｅｎｔｒａｌ Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ Ｕｎｉｔ） 
 
数千万～数億の論理回路 
（AND,OR,NOT,XOR など）から 
成る回路を含むマイクロプロセッサ 
 
演算、制御装置 
 

PentiumⅢ 

伝説のＣＰＵ 
Celeron 300A 



最新  ＣＰＵ Iｎｔｅｌ  Core i7-4790K  定格 ４GHｚ       
ＣＰＵ は高集積電子回路なので高熱を発生する。 
冷却ファンが必要。 



ＣＰＵ は高熱を発生するので冷却ファンが必要。 
古いコンピュータの故障原因は、冷却ファンのホコリ。 
ＣＰＵが正常稼働できない高熱になっている。 
高熱は電気抵抗を増加させ、論理回路の正常動作を妨げる。 

パソコンが壊れたと 
思ったら、まずファン
の掃除をしましょう。 



ＣＰＵの性能維持には、 
強力な冷却ファンが必要。 
ファンの掃除も重要。 

定格 ４GHz のＣＰＵ を ４．８GHz で稼働 



部品を買い集めてPCを作成。 
既製品より安く高性能PCを得られる。 
PCの理解が深くなる。    



ＣＰＵ 

主記憶装置  

（内部記憶装置）（ＲＡＭ） 

外部記憶装置
Ｈａｒｄ Ｄｉｓｋ 

 

 

 

 

Hard disk 

(HDD) は、 

コンピュータの
中にあっても 

外部記憶装置。 

データ 

プログラム 

paging file 

データ 

プログラム 
    ＤＭＡ 

Ｄｉｒｅｃｔ Ｍｅｍｏｒｙ 

Ａｃｃｅｓｓ 



 マザーボード 上 の ＣＰＵ と ＲＡＭ   



主記憶装置 （内部記憶装置）  

ＲＡＭ （ Ｒａｎｄｏｍ Ａｃｃｅｓｓ Ｍｅｍｏｒｙ ） 

ハードディスク 等 の 外部記憶装置 に データ、プログラムが
保存されているが、 

外部記憶装置は、データやプログラムを読み書きする速度
が遅いので、必要なデータを ＲＡＭに入れてからＣＰＵと
データの交換を行うと処理の高速化が実現する。 

電源が切れている状態では、ＲＡＭ には記憶がない。           
（揮発性メモリ） 

ＲＡＭ容量が不足するとハードディスクがＲＡＭの代用を行う。
（ページングファイル、仮想メモリ） 

そのためＲＡＭ容量の少ないパソコンは処理速度が遅い。 



ＲＡＭ （ Ｒａｎｄｏｍ Ａｃｃｅｓｓ Ｍｅｍｏｒｙ ）  価格変動の激しい部品 



主記憶装置 （内部記憶装置）  

ＲＡＭ （ Ｒａｎｄｏｍ Ａｃｃｅｓｓ Ｍｅｍｏｒｙ ） 

ランダムアクセス 
     random 【形】 手当り次第の,任意の. 

    メモリ内の任意の場所にあるデータを 

    直接アクセス（読み書き）できること。 

その反対は、シーケンシャルアクセス 
   sequential 【形】 (規則的に)連続して起る. 

   磁気テープ（ＤＡＴ:  Digital Audio Tape）などの外部記憶  
装置は、巻物状にデータが書き込まれているので、最初か
ら順番にデータを読み込んで必要なデータを探す。非常に
処理速度が遅いが、安価で大容量。長期大量保存に適する。 



仮想メモリの設定  マイコンピュータを右クリックしてプロパティを選択 



ＲＯＭ  （Read Only Memory)  

 電源を切っても記憶（プログラム）が保持されるメモリ。 

 通常の使用では、ＲＯＭ にプログラムは書き込まれない。 

 ＲＯＭは読み出し専用のメモリ。 Ｒｅａｄ Ｏｎｌｙ． 

コンピュータ起動時に、ＲＯＭ内のプログラムが起動する。 
  

コンピュータの起動時に、ＲＯＭ からＣＰＵへ 

ＢＩＯＳ （バイオス）を読み込む。 

ＢＩＯＳ （Basic Input / Output System ) 

             コンピュータのハードウェアチェックと 

     ＯＳ（オペレーティングシステム）の読み込みを 

     ＲＡＭに行うプログラム。 



ROM   

(BIOS) 

Bus （信号線） 

 

CPU 

RAM 

内部装置 



記憶回路の基本構成 
 

RSフリップフロップ 回路    
 

フリップフロップは記憶回路。 
 
NOR 回路 を ２個使って 
RSフリップフロップ回路 
（Reset-Set Flip-flop） 
が作成される。 



入力１を ON にすると、出力１が ON になる。 
入力１を OFF にしても、出力１の ON が保持される。 
入力１を OFF の状態で 入力２ を ON にすると、 
出力１が OFF になって 出力２ が ON になり、 
その状態で入力２ を OFF にしても  
出力２ の ON が保持される。 



ＡＮＤやＯＲなどの基本論理回路とは異なり、 

フリップフロップ回路 （双安定マルチバイブレータ回路） 

は、２つの入力信号の組み合わせが同じでも 

同じ出力には定まらない。過去の操作の影響を受ける。 

回路が、過去の操作を記憶していることを意味する。 

 

フリップフロップによって、メモリ回路 （記憶回路） 

が作成される。 







コンピュータの動作 

  

１．外部記憶装置（ハードディスク等）より主記憶装置（ＲＡＭ）へ 

  プログラム（Windows などのＯＳ）およびデータを読み込む。  

２．中央処理装置（ＣＰＵ）は主記憶装置上のプログラム（命令）を 

  逐次実行していく。（ノイマン型コンピュータ） 

  （ 非ノイマン型コンピュータでは、ＣＰＵで並行的に命令を処理 

    する並列処理が行われるが、現在では特殊なコンピュータ 

    のみに利用されている。）  

３．必要に応じて、入力装置（キーボード等）よりデータをもらう。  

４．計算結果を出力装置（ディスプレイ、プリンタ等）または外部記憶
装置（ハードディスク等）に出力する。 



ROM   

(BIOS) 

Bus （信号線） 

 

CPU 

RAM 

内部装置 



ＣＤ 
ドライブ 

ＭＯ 
ドライブ 

ハード 
ディスク 

ＬＡＮ 
カード 
 

（通信装置） 

外部装置： これらは、コンピュータの基本装置ではない。 

（外部記憶装置） 

モデム 
カード 



アーム 磁気ヘッド ディスク 

シーク 
トラック 
ハードディスク ＨＤＤ 
金属板に１０ＧＢ～４００ＧＢの 
データを記憶。 
ランダムアクセスが可能。 



外部記憶装置 

 

ハードディスク 

フロッピーディスク   

ＣＤ－ＲＯＭ 

ＣＤ－Ｒ、 ＣＤ－ＲＷ 

ＭＯディスク （光磁気ディスク） 

ＤＶＤ （ Ｄｉｇｉｔａｌ Ｖｅｒｓａｔｉｌｅ Ｄｉｓｋ ） 

磁気テープ（ ＤＡＴ、カセットテープ ） 

メモリカード （SDカード、USBメモリ、CFメモリ、等） 



入力装置 
 

キーボード 

マウス 

タッチパネル 

イメージスキャナ 

デジタルカメラ 

ＯＭＲ （Ｏｐｔｉｃａｌ Ｍａｒｋ Ｒｅａｄｅｒ） マークシート読み取り装置 

ＯＣＲ （Ｏｐｔｉｃａｌ Ｃｈａｒａｃｔｅｒ Ｒｅａｄｅｒ） 文字読み取り装置 

バーコードリーダ 
 

        ＯＭＲ，ＯＣＲ が 国家試験に良く出る。 











AD変換（ アナログデータ から デジタルデータ に変換する ） 

データは、とびとびの値（ ガタガタ、ギザギザの値 ）になる。（量子化） 

量子化の粗さは、サンプリング間隔で決まる。 



2003. 3. 7.  国試問題 





フローチャート 
 
プログラム作成を分かりやすく 
するための手段として、 
アルゴリズム（問題や作業を実行
するための一連の手順）を 
図示するという方法がとられる。  
 
アルゴリズムの図化には、 
フローチャートという記述法が 
用いられる。 
 
フローチャートを基にして 
プログラムを作成する。 



平成２３年 国家試験 

解答  ４ 

解答 ５ 









2003. 3. 7.  国試問題 



  
電子文書の改ざん・すり替えの防止が 
可能なこと 
 
＜真正性確保のために＞ 
 
●原本の改ざん検知が可能 
●上書きされない管理 
●原本と謄本（コピー）の区別が可能  

真正性とは 



保存性とは 
 
記録媒体の経年劣化等によるデータの消失を 
防ぐこと 
カルテは法的に保存義務のある文書 
 
＜保存性確保のために＞   
 ●光ディスクなど耐用年数の長い 
  外部メディアに保存可能 
●保管期限設定で、期限以内は削除不可能 
●原本をバックアップ可能 



見読性とは 
 
真正性のある文書内容を、 
必要に応じてすみやかに表示できること 
 
＜見読性確保のために＞ 
 
●特別なソフトウェアを使うことなく 
 電子文書を見ることが可能 
 



平成１９年 国家試験 

解答 ３ 

情報の電子化で最も問題になることは、 

情報の容易なコピー、セキュリティ管理の困難さ 

による情報漏洩。 

セキュリティの厳しいシステムは使い難い。 

セキュリティの甘いシステムは情報漏洩しやすい。 
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